
日本工営株式会社 

 
テーマ 安全で安心できる暮らしの確保 

事業分野 道路 

事故危険箇所対策検討 

目的  

 

幹線道路の安全対策を効率的・効果的に進めるために、事故率の高い箇所として平成 15 年 7 月

に指定された｢事故危険箇所｣について、事故削減対策を集中的に実施し、死傷事故を約 3 割抑止す

ることを目指して調査・対策立案を実施します。 

 

内容  

 

事故データ整理

道路交通データ整理

室内分析

現地踏査

事故要因分析

対策立案

対策実施

・マッチングデータ
・事故図

・道路台帳
・交通センサス

・危険要因の整理

・現地道路状況の把握
・現地交通状況の把握
・危険要因の把握

フォローアップ ・効果分析

調査は、次の手順で進めます。 

1)データの整理 

マッチングデータや事故図（発生位置、事

故件数（年度別、事故類型別、昼夜別等））

道路交通センサス等の整理を行います。 

2)室内分析 

交通事故対策に関する文献を参考に、考え

られる事故発生要因の整理を机上で行いま

す。 

3)現地踏査 

交通安全施設等設置状況調査と併せて、道

路・沿道状況や交通状況の把握を行います。 

4)事故要因分析 

現地状況と想定した事故発生要因の適合性

を確認しながら、新たに考えられる要因を加

えて、当該箇所の事故要因の特定を行います。 

5)対策立案 

特定された事故要因に対して、現地に即し

た適切な対策を、ハード・ソフトの両面から

立案します。また用地条件や工費等で対策が

中長期にわたる場合は、短期対策を併用して、

早期の対策効果の発揮に努めます。 

 図－1 「事故危険箇所」検討の進め方 
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技術ポイント  
 
「事故危険箇所」の現地特性や事故要因を的確に捉え、効果的な交通安全対策を立案していく上

でのポイントとして、次の３項目を掲げます。 

 
ポイント１:体系的でわかりやすいデータの整理  

 
ポイント２:事故要因の確実な特定  

 
 ポイント３:現地に適合した効果的な対策立案

 

当社からの提案  
 

ﾏｯﾁﾝｸﾞ 

ﾃﾞｰﾀ 
ＤＲＭ 道路台帳 

など 

 

事故データは、事故原票とＤＲＭとのマッチング

データとして整理されていますが、地点毎の分析は

手作業による事故図の作成を行わないと、精度の高

い要因分析を行うことができません。 

交通事故データ管理システム またマッチングは非常に手間のかかる作業であ

るため、①マッチング作業の効率化、②分析作業の

容易性、③データ管理の確実性、④他の情報との拡

張性（工事履歴、施設管理等）などを考えて、ＤＲ

Ｍと道路台帳の整合をＧＩＳ上で図り、入力や解析、

管理を行うことのできる（仮称）交通事故データ管

理システムの構築を提案します。更にこのデータか

ら事故要因の分析、対策の立案を行います。 
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図－3 事故要因分析と対策立案 図－2 「交通事故データ管理システム」の概念 

補助事業メニュー等  

◆交通安全事業統合補助制度 

当社の実績  
● H15-H17 年度 京都府道路交通環境安全推進検討業務 近畿地方整備局京都国道事務所 
● H15 年度   交通安全対策測量設計（その２）業務 四国地方整備局土佐国道事務所 
● H15-H17 年度 京都府道路交通環境安全推進検討業務 京都市  等 
● H16-H18 年度 道路交通環境安全推進資料作成等業務 近畿地方整備局福知山河川国道事務所 
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